




















































































































































































































































 第２部 別 冊『刑の一部執行猶予―犯罪者の改善更生と再犯防止』  
 






































































第１部 仮釈放理論の再構築  
第１編 仮釈放の基本理念と法的性質  
序章 仮釈放理論再構築の必要性  
Ⅰ 仮釈放制度の展開  
Ⅱ 仮釈放理論の再検討  
第１章 刑事政策の目的と仮釈放  
第２章 仮釈放の目的と法的性質  
Ⅰ 仮釈放の目的  
Ⅱ 仮釈放とリスク管理  
Ⅲ 仮釈放の法的性質  
 
第２編 仮釈放要件論  
第１章 仮釈放の法定期間と正当化根拠  
Ⅰ 法定期間再考の必要性  
Ⅱ 法定期間の正当化根拠  
Ⅲ 法定期間の再検討  
Ⅳ 本質論と実証研究の調和    
第２章 無期刑の本質と仮釈放の法定期間  
Ⅰ 無期刑の法定期間を論ずる意味  
Ⅱ 無期刑の本質  
Ⅲ 無期刑と法定期間の正当化根拠  
Ⅳ 無期刑と法定期間の基準  
Ⅴ 「特別無期刑」論との相違  
Ⅵ 法定期間の機能  
Ⅶ 付随的課題  
 
第３章 仮釈放の実体要件と許可基準の再検討―「改悛の状」の判断基準と構造―  
Ⅰ 仮釈放実体要件論の意義  
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Ⅱ 刑法改正作業と仮釈放の実質的要件  
Ⅲ 「改悛の状」の判断基準―仮釈放許可基準の変遷  
Ⅳ 仮釈放許可基準の再検討  
Ⅴ 仮釈放の実質的要件―試論  
Ⅵ 効果検証の必要性  
第４章 必要的仮釈放制度に対する批判的検討  
Ⅰ 仮釈放要件と必要的仮釈放  
Ⅱ 必要的仮釈放の概念  
Ⅲ 必要的仮釈放の意義とその批判的考察  
Ⅳ 必要的仮釈放の問題と限界  
Ⅴ 仮釈放要件論の重要性と満期釈放の課題     
 
第３編 仮釈放と保護観察  
第 1 章 仮釈放と保護観察期間―残刑期間主義の見直しと考試期間主義の再検討―  
Ⅰ 仮釈放後の再犯と残刑期間主義の限界  
Ⅱ 代替策の検討―仮釈放の早期化  
Ⅲ 必要的仮釈放制度と保護観察期間  
Ⅳ 考試期間主義の意義と導入可能性  
Ⅴ 今後の課題  
第２章 受刑者の仮釈放と中間処遇  
Ⅰ 中間処遇制度の意義  
Ⅱ 中間処遇制度の経緯  
Ⅲ 中間処遇の運用  
Ⅳ 中間処遇の課題  
Ⅴ 新たな中間処遇への転換  
第３章 更生保護施設における処遇の体系化と方向性  
Ⅰ 更生保護施設の役割の見直し  
Ⅱ 更生保護施設の基本的理念と処遇モデル  
Ⅲ 更生保護事業における処遇内容  




第４編 仮釈放と被害者の法的地位  
第 1 章 更生保護と被害者支援  
Ⅰ 更生保護における被害者支援の展開  
Ⅱ 更生保護における被害者支援の理念  
Ⅲ 海外における更生保護と被害者支援  
第２章 仮釈放と被害者意見聴取制度  
Ⅰ 制度の二面性  
Ⅱ 被害者等調査制度の概要と問題点  
Ⅲ 仮釈放意見聴取制度の意義と問題点  
Ⅳ 新制度の提案―自由刑執行過程における意見聴取制度  
Ⅴ 小括  
第３章 保護観察と被害者心情伝達制度  
Ⅰ 法的根拠  
Ⅱ 被害者心情伝達制度の概要  
Ⅲ 利用状況と制度低調の原因  
Ⅳ 今後の課題  
 
第５編 仮釈放を巡る各論的問題  
第１章 外国人受刑者の処遇と仮釈放  
Ⅰ 来日外国人犯罪の動向と刑事政策  
Ⅱ 基本的視座―積極的処遇主義と消極的処遇主義  
Ⅲ Ｆ指標属性を巡る問題  
Ⅳ 刑務作業・職業訓練   
Ⅴ 日本語教育の必要性  
Ⅵ 外国人受刑者の仮釈放  
Ⅶ 外国人受刑者の保護観察  
Ⅷ 外国人受刑者の再犯  
Ⅸ 国際受刑者移送制度  
Ⅹ 外国人の定着と多文化共生  
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第２章 精神障がい受刑者の釈放と特別調整制度  
Ⅰ 精神障がい受刑者と再犯  
Ⅱ 精神障がい受刑者の処遇と釈放  
Ⅲ 特別調整制度と地域生活定着促進事業  
Ⅳ 特別調整と仮釈放  
Ⅴ 〈司法の福祉化〉と〈福祉の司法化〉  
第３章 性犯罪受刑者の釈放と再犯防止―保護観察以外の取組みを中心に―  
Ⅰ 性犯罪受刑者の再犯防止  
Ⅱ 再犯防止措置制度  
Ⅲ 大阪府子どもを性犯罪から守る条例  
Ⅳ 性犯罪者に対する社会内処遇の在り方  
 
第６編 刑の一部執行猶予制度―仮釈放及び満期釈放の限界克服に向けて―  
第１章 刑の一部執行猶予制度の意義と課題  
Ⅰ 仮釈放や満期釈放の限界と一部執行猶予  
Ⅱ 一部執行猶予の意義  
Ⅲ 刑法上の一部執行猶予  
Ⅳ 薬物使用者等一部執行猶予法に基づく一部執行猶予  
Ⅴ 量刑  
Ⅵ 二分判決や考試期間主義との関係  
Ⅶ 一部執行猶予と仮釈放  
第２章 薬物犯罪と刑の一部執行猶予―量刑基準を中心として―  
Ⅰ 薬物使用等の罪と一部執行猶予の適用範囲  
Ⅱ 宣告刑  
Ⅲ 前科要件  
Ⅳ 相当性要件  
Ⅴ 必要性要件  
Ⅵ 薬物事犯に対する量刑の在り方  
Ⅶ 小括  
終章 今後の研究課題と展望  
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第２部 『刑の一部執行猶予制度―犯罪者の改善更生と再犯防止―』  
 
第１編 刑の一部執行猶予の概要と課題  
第１章 刑の一部執行猶予制度の概要  
Ⅰ 導入の経緯  
Ⅱ 意義・目的  
Ⅲ 法的性格  
Ⅳ 要件  
Ⅴ 実刑部分と猶予刑  
Ⅵ 猶予期間  
Ⅶ 保護観察   
Ⅷ 取消し  
Ⅸ 一部執行猶予と仮釈放  
Ⅹ 量刑  
ⅩⅠ 薬物使用者に対する刑の一部執行猶予  
ⅩⅡ 遡及適用  
 
第２章 刑の一部執行猶予制度を巡る論議  
Ⅰ 刑の一部執行猶予を巡る批判とその検証  
Ⅱ 制度不要論について  
Ⅲ 責任主義と残刑期間主義に違背するとの批判について  
Ⅳ 執行猶予制度の趣旨に反するとの批判について  
Ⅴ 猶予刑を超える猶予期間を設定することへの批判について  
Ⅵ 厳罰化・刑の長期化につながるとの批判について  
Ⅶ 量刑判断が困難であるとの批判について  
Ⅷ 刑の軽重が複雑になり過ぎるとの批判について  
Ⅸ 受刑者の処遇が困難になるという批判について  
Ⅹ 膠着的な取消しの運用が行われるとの批判について  
Ⅺ 保護観察の体制が不十分であるとの批判について  




第３章 二分判決制度と刑の一部執行猶予  
Ⅰ 満期釈放後の再犯と新たな刑罰制度の必要性  
Ⅱ アメリカにおけるスプリット判決の展開  
Ⅲ ウィスコンシン州の量刑忠実法と二分判決  
Ⅳ 我が国における制度の導入可能性と制度設計  
Ⅴ 将来の展望（既に書き換え済み）  
 
第２編 逐条解説  
・刑法  
・薬物使用者等一部執行猶予法（参考条文）  
・刑事訴訟法  
・恩赦法  
・更生保護法  
・更生保護事業法  
 
資料編  
